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政 

報 

告
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（令和５年9月）行政報告/審議結果

▼�

農
作
物
の
生
育
状
況
等

　
に
つ
い
て

　

秋
ま
き
小
麦
に
つ
い
て
は
、

成
熟
期
も
平
年
よ
り
早
ま
り
、

平
年
よ
り
早
く
終
了
し
て
い

る
。
10
ア
ー
ル
当
り
粗
麦
収

量
は
、
平
年
を
大
き
く
上
回

っ
た
。

　

て
ん
菜
に
つ
い
て
は
、
地

上
部
の
生
育
は
平
年
よ
り
や

や
緩
慢
に
推
移
し
た
が
、
根

部
の
肥
大
は
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
高
温
多
湿
に
よ
り

褐
斑
病
や
ハ
ダ
ニ
類
の
発
生

が
散
見
し
て
い
る
。

　

馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
、
萌

芽
期
は
平
年
よ
り
早
ま
っ
た

が
、
軟
腐
病
の
発
生
が
見
ら

れ
た
。
収
穫
物
は
、
上
い
も

数
、１
個
重
と
も
に
小
さ
く
、

澱
粉
価
は
や
や
低
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

　

大
豆
に
つ
い
て
は
、
開
花

期
は
平
年
よ
り
早
く
、、
平

年
よ
り
着
莢
数
は
多
く
な
っ

て
い
る
。小
豆
に
つ
い
て
も
、

着
莢
数
は
平
年
並
み
と
な
っ

補 

正 

予 

算

▼�

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　
４
号
）

　

既
定
予
算
に
４
億
１
１
７

７
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
90
億
４
２
７
万
７
千
円

と
す
る
。

　

主
な
増
額
補
正
は
、
還
付

金
・
還
付
加
算
金
、
施
設
修

繕
料
（
福
祉
館
）、
禍
年
度

分
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
事

業
操
出
金（
介
護
保
険
事
務
）、

国
庫
道
費
負
担
金
返
還
金
（
自

立
支
援
給
付
事
業
）、
国
庫

道
費
負
担
金
返
還
金
（
障
害

者
支
援
事
業
）、
施
設
修
繕

料
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、

事
務
事
業
用
消
耗
品
費
（
※

１
）、
印
刷
製
本
費
（
※
１
）、

郵
便
料
等
（
※
１
）、
口
座

振
込
手
数
料
（
※
１
）、
高

齢
者
世
帯
等
生
活
支
援
給
付

金
、
国
庫
道
費
負
担
金
返
還

金
（
子
育
て
支
援
事
業
）、

国
庫
道
費
負
担
金
返
還
金
（
保

育
施
設
運
営
事
業
）、
心
身

障
害
児
通
園
交
通
費
助
成
、

国
庫
道
費
負
担
金
返
還
金
（
障

▼�

局
地
的
大
雨
に
よ
る
対

応
と
被
害
状
況
に
つ
い

て

　

８
月
21
日
、
十
勝
地
方
で

は
昼
過
ぎ
か
ら
局
地
的
に
雷

を
伴
っ
た
猛
烈
な
雨
が
降
っ

た
。
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ

た
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

に
よ
る
と
、
清
水
町
と
芽
室

町
の
町
境
付
近
で
１
時
間
に

約
90
ミ
リ
の
雨
量
を
解
析
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
町

に
お
い
て
は
、
旭
山
美
生
間

道
路
沿
い
の
日
高
山
脈
側
を

中
心
に
局
地
的
に
猛
烈
な
大

雨
が
降
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

本
町
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
大
雨
警
報
（
浸
水
害
）・

洪
水
警
報
、
大
雨
警
報
（
土

砂
災
害
）、
記
録
的
短
時
間

大
雨
情
報
、
土
砂
災
害
警
戒

情
報
が
立
て
続
け
に
発
表
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
警

戒
・
配
備
態
勢
を
と
り
、
防

災
気
象
情
報
等
を
活
用
し
て

局
地
的
な
大
雨
が
あ
っ
た
箇

所
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し

被
害
状
況
の
確
認
と
応
急
対

応
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
午
後
５
時
36
分
に
は
、

す
べ
て
の
警
報
が
解
除
さ
れ

た
。

　

今
回
の
大
雨
に
よ
る
公
共

施
設
等
の
被
害
に
つ
い
て

は
、
旭
山
地
区
に
お
い
て
、

道
路
の
一
部
砂
利
流
失
や
土

砂
流
入
な
ど
の
被
害
が
複
数

個
所
で
発
生
し
、
農
業
施
設

で
は
明
渠
排
水
路
の
一
部
施

設
が
破
損
し
た
。
ま
た
、
農

て
い
る
。

　

飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、

１
番
草
の
収
穫
は
平
年
並
み

に
始
ま
り
、
収
穫
は
平
年
よ

り
早
く
終
了
し
、
収
量
は
多

く
、
良
質
な
牧
草
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
番
草
の
生
育
は

平
年
並
み
に
推
移
し
、
収
穫

作
業
は
平
年
よ
り
早
く
始
ま

っ
た
が
、
収
量
は
や
や
少
な

い
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ

こ
し
は
、
出
芽
は
平
年
よ
り

早
く
出
芽
揃
い
も
良
好
で
あ

り
、
糊
塾
期
は
順
調
に
推
移

し
て
い
る
。

条
例
改
正
等

▼�

長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契

約
を
定
め
る
条
例
の
制

定

　

事
務
処
理
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
条
例
で
定
め
る
も

の
に
つ
い
て
、
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
な
く
て
も
翌
年

度
以
降
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
制
定
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置
に

伴
う
法
改
正
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
よ
り
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
、

学
校
教
育
法
、
児
童
福
祉
施

設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
削
除
・
新
設
・

改
正
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
認
定
こ
ど
も
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼�

清
水
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
等
の
利
用
者
負

担
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
第

19
条
第
２
項
の
削
除
に
伴
い
、

引
用
条
項
を
改
め
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

※１…高齢者世帯等生活支援給付金事務
　 ※２…井戸水利用者支援金給付事業

作
物
に
つ
い
て
は
、
畑
の
一

部
冠
水
に
よ
り
白
菜
や
馬
鈴

薯
な
ど
約
10
ア
ー
ル
程
度
が

被
害
を
受
け
た
。
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そ
の
他
の
議
案

審議結果

▼�

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

▼�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号)

▼�

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

害
児
通
所
給
付
事
業
）、
国

庫
道
費
負
担
金
返
還
金
（
育

成
医
療
費
給
付
事
業
）、
帯

広
厚
生
病
院
運
営
費
補
助
金
、

国
庫
道
費
負
担
金
返
還
金
（
保

健
予
防
事
業
）、
国
庫
道
費

負
担
金
返
還
金
（
養
育
医
療

費
給
付
事
業
）、
水
道
事
業

支
出
金
、
印
刷
製
本
費
（
※

２
）、
郵
便
料
等
（
※
２
）、

口
座
振
込
手
数
料
（
※
２
）、

井
戸
水
利
用
者
支
援
金
、
産

地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
補
助
金
、
持
続
的
畑
作

生
産
体
系
確
立
緊
急
支
援
事

業
補
助
金
、
麦
・
大
豆
生
産

技
術
向
上
事
業
補
助
金
、
地

域
活
性
化
商
品
券
事
業
補
助

金
、
小
規
模
事
業
者
持
続
的

発
展
支
援
事
業
給
付
金
、
国

庫
道
費
補
助
金
返
還
金
（
商

工
振
興
事
業
）、
清
水
町
事

業
者
等
事
業
継
続
緊
急
支
援

給
付
金
、
図
書
館
資
料
、
財

政
調
整
基
金
積
立
、
減
債
基

金
積
立
金
、
公
共
施
設
建
設

等
基
金
積
立
金
、
北
海
道
市

町
村
備
荒
資
金
組
合
給
付
金

な
ど

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

北
海
道
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

意 

見 

書

▼�

肥
料
、
燃
油
な
ど
の
生

産
資
材
等
高
騰
対
策
の

強
化
を
求
め
る
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

人 

事 

案 

件
上神田�憲男　さん玉井清二　さん

▼�

教
育
員
会
委
員
の
任
命

　

上
神
田
憲
男
さ
ん
（
交
睦
）

を
教
育
委
員
会
委
員
に
選
任

（
再
）
し
た
い
旨
の
町
長
提

案
が
あ
り
、
議
会
は
同
意
し

ま
し
た
。

▼�

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　

玉
井
清
二
さ
ん
（
西
清
水
）

を
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
選
任
し
た
い
旨
の
町
長
提

案
が
あ
り
、
議
会
は
同
意
し

ま
し
た
。

▼�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦

　

石
橋
祏
仁
さ
ん
（
北
３
条
）

を
人
権
擁
護
委
員
に
推
薦
し

た
い
旨
の
町
長
提
案
が
あ
り
、

議
会
は
「
適
任
」
と
し
ま
し

た
。

▼�

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
同
補
充
員
の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
同
補
充
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
議
会
に
お
い
て
選
挙

を
行
い
ま
し
た
。
当
選
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

（
定
数
４
名
）

　
石
原　

昭
さ
ん
（
本
通
３
）

　

三
好
典
幸
さ
ん（
上
清
水
１
）

　

新
宮
ま
り
子
さ
ん
（
青
葉
）

　

広
井
卓
真
さ
ん
（
郷
愛
）

同
補
充
員
（
定
数
４
名
）

　
堀　

秀
徳
さ
ん
（
若
松
）

　

中
嶋
真
弓
さ
ん
（
桜
が
丘
）

　

梶
山
貴
史
さ
ん
（
人
舞
３
）

　

林　
　

緑
さ
ん
（
讃
岐
）

　

任
期
は
い
ず
れ
も
、
令
和

５
年
11
月
19
日
か
ら
令
和
９

▼�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

の
実
現
に
資
す
る
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
施
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書

【
賛
成
多
数
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

▼�

国
土
強
靱
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

年
11
月
18
日
ま
で
の
４
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

件 　　　名 提　出　者 審査委員会  委員会
結果

本会議での
結果と措置

肥料・燃油などの生産資材高騰
対策の強化を求める請願

清水町農民連盟執行委員長
高田　秀昭 総務産業 採　択 採　択

意見書を提出

請 願 審 査 の 結 果 　９月定例会前に受理した町民からの請願は１件でした。
　常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決定
　しました。




